
 

 

 

 

 

 

感染性胃腸炎とは「ノロウイルス」，「ロタウイルス」，「サポウイルス」，「アデノウイルス」等の微生物を

原因とする胃腸炎の総称です。主な症状は吐き気，嘔吐，下痢，腹痛で，健康な方は軽症で回復しますが，

特に子どもや高齢者などでは重症化することもあります。 

感染経路はほとんどが経口感染で,感染した人のふん便や嘔吐物に触れた手を介した場合や,ノロウイルス

を内臓に取り込んだ二枚貝を生や不十分な加熱処理で食べた場合，調理者の手を介して汚染された食品を食

べた場合等で感染すると考えられています。 

秋から冬にかけて流行し，特に保育所・学校，老人福祉施設等において集団感染が発生する可能性があり

ますので，手洗いと消毒を徹底し，感染予防に心がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・国立感染症研究所 http://www.nih.go.jp/niid/ja/diseases/ka/intestinal.html 

・ノロウイルスに関するＱ＆Ａ http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/kanren/yobou/040204-1.html  

・次亜塩素酸ナトリウムの希釈液の作り方 http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/dl/link01-01_leaf01.pdf 

感染性胃腸炎とは 

関連するホームページ 
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予防のポイント 

トイレの後，食事の前，調理の

前などに，石けんと流水で手を

洗いましょう。感染後，下痢症

状がなくなっても 1ヶ月程度ウ

イルスが排泄されるので，注意

が必要です。 

① 食品は十分に洗い，中心までよく

加熱（中心部が８５℃～９０℃で

９０秒以上）しましょう。調理器

具は，その都度洗剤で洗い，熱湯

等で十分消毒しましょう。 

② 

下痢などの症状が見られる場合に

は，できるだけ浴槽に入らず，掛

け湯かシャワーで済ませましょ

う。バスタオルや手ふきタオルは

共有せず，個別のものを準備しま

しょう。 

③ 
吐物や便などは，使い捨てのマスクや

手袋を着用し，飛び散らないように処

理し，次亜塩素酸ナトリウム溶液で消

毒しましょう。アルコール系消毒剤

での手指消毒は，十分な効果が期待

できません。 

④ 

シーズンとはその年の 9月から 

翌年の 8月までのこと 

シーズンでグラフ化 

 

平成２７年１０月１５日 

宮城県疾病・感染症対策室 

感染性胃腸炎に注意しましょう 

 

http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/kanren/yobou/040204-1.html

